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１ 総括

平成 30年度から西遠浄化センターは運営委託方式（コンセッション方式）となり、浜松ウォーターシ
ンフォニー㈱（以下「運営権者」とする。）による運営が開始された。本事業について、経営、改築及び

維持管理の部門に分け、計 194項目について、項目ごとに定めた頻度でモニタリングを実施した。
モニタリングの実施方法として、以下の方法を採用した。

① 書類による確認 （書類ごとに実施）

② 会議体による確認（原則として月 1回実施）
③ 現地における確認（適宜実施）

令和元年度における浜松市によるモニタリングの結果は表 1のとおりである。なお、経営部門で 1件、
改築部門で 1件、維持管理部門で 1件の不適合があったが、令和 2年 5月の時点でいずれも改善措置は
完了した。（詳細は部門別モニタリング結果参照）

表 1 全部門モニタリング結果（詳細は添付資料 8 市・第三者モニタリング確認様式参照）

部  門
モニタリング

細目数（個）

判定件数※1 
（件）

適合・同意

（件）

不適合・不同意

（件）

H30年度 R元年度 H30年度 R元年度 H30年度 R元年度 H30年度 R元年度

経  営 37 46 236 261 235 260 1 1 
改  築 21 33 32 51 31 50 1 1 
維持管理 117 114 626 594 625 593 1 1 
任意事業※2 1 1 1 1 1 1 0 0 

計 176 194 895 907 892 904 3 3 
※1 モニタリング項目ごとに判定頻度（5年ごと、毎年、毎月など）が異なるため、モニタリング項目 1項目に対して

年間で 12回判定するものや 1回判定するものなどがある。

※2 ソーシャルビジネス関係

平成３０年度           令和元年度

図 1 部門別モニタリング項目数
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平成 31年 4月

令和 2年 3月（新型コロナウイルス対策のためウェブ会議を導入）
図 2 会議体の様子

図 3 市によるモニタリング（日常点検状況）
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２ 部門別モニタリング結果

（１）経営部門

経営部門における要求水準の達成状況は表 2のとおりである。 
内部統制について、1件の不適合事項があった。 

表 2 経営部門モニタリング結果（詳細は添付資料 8 市・第三者モニタリング確認様式参照） 

No 項目 細目（個）
適否判定

件数（件）

適  合

（件）

不 適 合

（件）

① 実施体制 1 12 12 0 
② 第三者への委託 6 44 44 0 
③ 技術管理 2 22 22 0 
④ 環境対策 1 1 1 0 
⑤ 財務状況 8 60 60 0 
⑥ 内部統制 10 70 69 1 
⑦ 情報公開 2 19 19 0 
⑧ 地域貢献 4 20 20 0 
⑨ 提案事項 12 13 13 0 

計 46 261 260 1 

① 実施体制（経営部門） 

要求水準書では、効率的かつ持続可能な運営体制を整えること、各業務責任者の役割分担の明確化

と適切なリスク分担が図られていること、業務遂行に適した能力及び経験を有する者が実施すること

などを定めている。

運転管理部は事業開始当初より水処理課、汚泥処理課及び環境計測課から構成されていたが、市は、

令和元年 6 月に汚泥処理施設監視体制の変更や要員のマルチスキル化により運転管理課及び環境計測
課の 2 課体制となったことを確認した。また、四半期ごとに有資格者の従事状況の報告を受け、適正
な実施体制で、実施体制に起因する不適合なく事業運営を行ったことを確認した。

運営権者は、ヴェオリア・ジャパン株式会社より世界 3,300 ヶ所以上の下水処理場のノウハウに基
づく技術支援やコーポレート機能（間接部門事務）支援を受けている。市は、当該支援内容について

内容が分かる書面の現地確認と追加資料の提出を受け、実施内容の確認をした。

② 第三者への委託 

運営権者が発注し業務を委託する委託先について、要求水準書では、運営権者が委託先として選定

する際の欠格事項と、浜松市内に本店を有する事業者の活用目標を設定することなどにより、必要な

措置を講ずることを定めている。

市が行った現地確認において、委託先が提出する“欠格事項に該当していない宣誓書”により、運

営権者が適正に確認していることを抜き取りで確認した。
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市内に本店を有する事業者への発注率は、運営権者は活用目標を 30％（注文書発行件数による率）
と設定している。

結果、市内に本店を有する事業者への発注率は 34％となり、運営権者が定めた活用目標を達成した
ことを確認した。なお、市が行った現地確認で発注率の算出過程を確認している。

③ 技術管理 

要求水準書では、運営権者が業務を委託する場合は、委託しようとする相手方について委託しよう

とする業務の経験、当該業務に予定される技術者の経験又は有する資格その他技術的能力に関する審

査をすることと定めている。

市は、運営権者が業務を委託する委託先の業務経験や保有資格について審査を行った記録を確認し、

適正に審査を行っていることを確認した。

また、要求水準書では、適切に事業を実施するために、必要な技術的能力の向上並びに技術者、技

能労働者などの育成及び確保を図ることと定めている。

市は、運営権者が従業員に対して、計画的な教育訓練を実施していることを実施記録により確認し

た。実施した教育訓練は表 3のとおり。

表 3 令和元年度実施教育訓練
区分 教育訓練内容

共通

倫理・コンプライアンス教育

労働安全衛生教育

交通安全衛生講習会

マネジメントシステム教育（ISO9001、45001、14001、55001）

専門

危険作業手順教育（酸素欠乏防止、感電防止、電気保安教育、荷

重物運搬作業、薬品関連作業暴露防止等）

熱中症予防教育

技術資格取得、特別教育受講

維持管理

技術

運転管理教育各種

保守管理教育各種

設備修繕内製化教育各種

そのほかに、要求水準書では、本事業における効率性、安全性、環境への影響等が重要な意義を有

することに鑑み、継続的により適切な技術の選定又は業務の改善に取り組むことで、品質を確保する

ことと定めている。

市は、運営権者が業務の効率性を高めるために、携帯端末を用いた現場監視及び日常点検などに取

り組んでいることを実施記録により確認した。また、作業環境の安全性を高めるために、毎月安全推

進委員会及び安全パトロールを実施していることを実施記録及び現地にて確認した。さらに、周辺環

境の状況を把握するために、臭気状況を監視できる臭気モニタリングシステムを導入したことを月間

維持管理報告書にて確認した。以上より市は、運営権者が維持管理における品質確保に取り組んでい
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ることを確認した。

④ 環境対策 

要求水準では、環境に係る基準の遵守、温室効果ガス排出量の削減、グリーン調達の推進及び立地

地域における環境への配慮を求めている。

・環境に係る基準の遵守  ：（３）維持管理部門 ③システム要求水準 参照

・温室効果ガス排出量の削除：（３）維持管理部門 ⑦運転管理 参照

・グリーン調達の推進   ：市は、リサイクル製品の使用やグリーン調達の実施を行っている

              ことを、報告書と聴き取りにより確認した。

・環境への配慮      ：（３）維持管理部門 ③システム要求水準 参照

⑤ 財務状況 

要求水準書では、事業期間中において事業の安定性や継続性を保つための資金調達方針が明確で適

切に機能する体制を整えており必要な一切の資金が確保されていること、収支の見通しが適切で、明

確かつ確実なものとなっていることと定めている。

毎月の収納状況、入出金実績、資金残高および四半期ごとの決算報告について報告を受け、金額が

大きい項目や計画との差異がある項目について、会議体において内訳の聴き取り、現地確認での発注

システム画面の内容や委託の成果品の確認、業務内容についての聴き取りを行うなど委託の実態を確

認し、計画的な資金繰りと、適正な支出、支払いを行っていることを確認した。

四半期ごとの決算時の財務状況は、平成 30年度に引き続き保全費の削減により当初計画よりも余裕
を持った運営ができ、健全な状態であった。保全費の削減について、従前はメーカーなどに委託して

いた修繕及び点検を可能な限り内製化することや、点検項目・点検内容を見直したことなどによる効

果が大きいと考えられる。

※内製化：外部に委託や発注していた業務を、自社で行うようにすること

⑥ 内部統制 

実施契約書不適合 1件あり。
実施契約書では、商業登記簿謄本の記載内容が変更された場合、変更後の書面を当該変更から 10日
以内に市に提出することを定めている。しかし、その規定に反し提出が 14日後となったことを確認し
たため、市はモニタリング基本計画書に基づき是正指導を行った。遅延の要因は、実施契約書が規定

する起算日を運営権者が誤認したことによる。この指導に対し、運営権者は当該規定の起算日をセル

フモニタリング確認様式に追記するともに、全ての書類の提出期限の再点検と各部門への周知など対

策を行った。その後、新たに商業登記簿謄本の記載内容の変更があり、期限内に書面が提出されたこ

とから、市は不適合の是正がなされたと判断した。

市は、運営権者の管理体制として、ISO9001及び ISO45001の運用が開始され、ISO14001の取得
及び ISO55001の取得準備がなされたことを報告書で確認した。さらに、従業員ヒアリングによって、
倫理・コンプライアンス研修の実施状況などを現地で確認した。

また、運営権者が責任者会議で解決しない課題の協議や業務改善の支援を目的として開催する会議
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「ステアリングコミッティ」について、現地で議事録の提示を受け、会社レベルによるチェック体制

が機能していることを確認した。

⑦ 情報公開 

要求水準書では、適時、適正な情報を公平かつ継続的に公開し、経営の透明性の確保に努めること

と定めている。

市は、運営権者がホームページにおいて、業務執行体制、収支、環境対策、地域貢献など記載した

事業計画書や運転状況、入札・契約情報、施設見学状況、放流口（馬込川）周辺状況などの情報を公

開し、運転状況や施設見学状況などについては毎月更新していることを、運営権者からの報告とホー

ムページを閲覧することで確認した。

また、市は、運営権者が、セルフモニタリング実施計画書に基づき、平成 30年に係る年度事業報告
書、年間維持管理報告書及びセルフモニタリング結果報告書とともに財務報告書を公開したことを確

認した。

⑧ 地域貢献 

要求水準書では、地域経済に関する事項として、地域との連携、地元発注、地域活性化につながる

事業展開などを考慮し事業計画に盛り込むこと、また、地域住民とのコミュニケーションに関する事

項として、広報活動の実施、見学者や苦情への適切な対応を行うことを定めている。

市は、地域経済に関して、地元雇用に努めていること、②で記述した市内業者への優先発注を確認

した。また、運営権者は、「浜松国際下水道セミナー」を開催し、地元企業と下水道に関する技術交流

を実施した。

地域住民とのコミュニケーションに関して、市は、ふれあいイベントの実施、ウェルカメクリーン

作戦や天竜川クリーン作戦など地域イベントへの参加、夏祭りへの協賛など、広報活動に努めている

ことや、見学や多目的広場の利用に対して、適切に対応を行っていることを確認した。

⑨ 提案事項（経営部門） 

  経営部門での提案事項 12項目について、事業計画書のとおりに実施又は実施に向けた準備が進めら
れていることを確認した。
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（２） 改築部門

改築部門における要求水準の達成状況は表 4のとおりである。 
改築工事（設計）において、1件の不適合事項があった。 

表 4 改築部門モニタリング結果（詳細は添付資料 8 市・第三者モニタリング確認様式参照）

No 項目 細目（個）
適否判定

件数（件）

適合・同意

（件）

不適合・不同意

（件）

① 計画策定（改築計画） 6 0 0 0 
② 年度実施協定 2 2 2 0 
③ 計画策定（工事計画書） 4 0 0 0 
④ 改築工事（設計） 6 16 15 1 
⑤ 改築工事（工事） 14 23 23 0 
⑥ 提案事項 1 10 10 0 

計 33 51 50 1 

① 計画策定（改築計画） 

モニタリング該当業務なし。

② 年度実施協定 

年度実施協定について下記 2 項目の確認を行った。モニタリングの結果、各項目について要求水
準に適合していることを確認した。

協定内容の確認について

改築計画に定める改築事業との整合性を確認し、また基本協定と矛盾の無い内容で作成されて

いることを確認した。

協定締結期限の確認について

実施契約書に定められた期限内に年度実施協定が締結されたことを確認した。

③ 計画策定（工事計画書） 

モニタリング該当業務なし。

④ 改築工事（設計） 

モニタリング基本計画書不適合 1件あり。 
表 5 における№2、3、4 の改築工事にかかる設計業務について、下記 5 項目の確認を行った。そ
こで、以下に記すとおり要求水準違反に該当する事項が 1 件確認されたことから、モニタリング基
本計画に基づき是正指導を行うと共に、その是正状況を確認した。

上記是正対応後に行ったモニタリングの結果、各項目について要求水準に適合していることを確認

した。



11 

提出書類の確認について

請負業者の入札参加資格及び請負業者が配置する技術者の資格要件について、運営権者が要

求水準書に従い適正に確認を行っていることを確認した。その他、要求水準書に規定された提

出書類について、運営権者が適正な内容で提出していることを確認した。

設計における設備能力の確認について

要求水準に従い下水道施設の設計指針に沿った検討（設備能力の計算）が行われ、また、設計

の結果が設計指針の基準を満たす内容であることを確認した。

設計における品質確保の確認について

運営権者の品質確保に対する考え方について確認を行った。今年度のモニタリング対象となっ

た工事については、運営権者が機器及び施工の品質管理基準として日本下水道事業団の仕様を参

考とし、また、これによらない場合は、運営権者と施工業者による協議にて定めることとしたこ

とから、市はモニタリングとして、設計図書における機器の仕様及び施工管理基準が、同仕様に

沿った内容となっていることを確認した。また、一部の同基準から変更された仕様については、

運営権者と施工業者の間で協議がなされていることを、設計打合せ簿で確認すると共に、運営権

者に対してその判断根拠をヒアリングにより確認することで、適正な品質確保が行われているこ

とを確認した。

運営権者が行う工事費（工事予定価格）積算の確認について

工事費（工事予定価格）が、要求水準である、下水道用設計標準歩掛表に沿って積算されて

いることの確認を行った。その結果、一部の工事については、旧年度版の労務単価を用いて予

定価格の積算が行われていたこと及び積算において誤記や違算が見つかったことから、要求水

準違反として是正指導を行った。この指導に対して、運営権者により訂正が行われ、その結果、

適正な内容に改められたことを確認したうえで承諾を行った。

また、再発防止のために運営権者が自ら立案した是正計画について、その妥当性を確認する

と共に、適正に是正計画が履行されたことを確認した。

設計業務監理全般の確認について

設計業務監理全般の実施状況については、報告書、会議体での報告によりモニタリングを行い、

要求水準及びモニタリング基本計画などに定められた順守規定を満たしていることを確認した。

なお、工程管理については一部の工事において、設計図書の提出が、当初計画より遅れが生じた

ため、工程管理を適正に行うよう、口頭注意を行った。

⑤ 改築工事（工事） 

表 5に示す４本の改築工事施工業務について、下記 4項目の確認を行った。モニタリングの結果、
各項目について要求水準に適合していることを確認した。

提出書類の確認について

昨年度は、一部書類の提出がモニタリング基本計画書に定める期限より遅延する、要求水準違

反が発生したが、今年度は、全ての書類が期限内に提出されるなど、業務の改善が図られてい

ることを確認した。その他、要求水準書に規定された提出書類について、運営権者が適正な内

容で提出していることを確認した。
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工事における品質確保の確認について

運営権者による工事監理の実施状況について、設計図書、施工計画書、工場検査報告書、施

工管理記録及び施工写真などの書類により確認すると共に、実際に現場において施工状況の立

ち会い確認を行った。その中で、運営権者による品質確認の方法については、市による助言に基づ

き、施工業者の自主管理データの確認のみならず、自ら測定等を行って検証するなど、適正に品質

確認を実施していることを確認した。また、施工監理については、自ら定めた施工監理基準に基

づき各種立会検査が行われていることを、施工管理記録及び立会い写真で確認すると共に、機

器の据付状況については、直接現場で測定を含む実地確認を行い、品質確保が適正に行われて

いることを確認した。

安全管理の確認について

安全確保のための工事監理の実施状況については、施工計画書と関連法令に基づく安全管理

の実施状況を現場に立ち入って確認すると共に、施工体制台帳などの書類による確認を行なっ

た。市が行った現地確認において、工事に関わる掲示物の掲示位置に誤りが確認されたことか

ら、口頭注意を行った。その後、適正な位置に掲示されたことを確認した。

工事監理全般の確認について

工事監理全般の実施状況については、報告書、会議体での報告及び現地立会いによりモニタ

リングを行ない、要求水準及びモニタリング基本計画などに定められた順守規定を満たしてい

ることを確認した。また工程管理についても、適正に行われていることを確認した。

⑥ 提案事項 

提案事項にある「汚泥可溶化を伴う嫌気性消化・発電設備導入の事業性調査」の一環として、運

営権者により小規模実験が行われた。市は、月例報告により、運営権者が自ら策定した実験計画に

基づき、適正に実施していることを確認した。
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表 5 令和元年度のモニタリング対象（改築工事）一覧

№ 工事名称 工事概要 工期 請負業者 全体事業費 

1 

平成 30年度西遠浄化セ

ンター水処理（3系）機

械設備改築工事 

3系反応タンク散気装置の

更新に関する設計、および

工事 

H30.7.12 

～R 元.7.31 

㈱西原環境 325,829,520 

2 

平成 31年度西遠浄化セ

ンター水処理（1,2 系）

機械設備改築工事 

1,2系反応タンク散気装置

等の更新に関する設計、お

よび工事 

H31.4.23 

～R2.12.25 

㈱西原環境 758,978,000 

3 

令和元年度西遠浄化セ

ンター電気設備改築工

事 

1,2系水処理設備の動力制

御盤等の更新に関する設

計、および工事 

R 元.10.10 

～R3.1.31 

野里電気工業

㈱ 

196,240,000 

4 

令和元年度西遠浄化セ

ンター沈砂池機械設備

改築工事 

沈砂掻揚機、自動除塵機の

長寿命化に関する工事 

R 元.10.28 

～R2.12.25 

㈱日立製作所 179,454,000 
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（３） 維持管理部門

維持管理部門における要求水準の達成状況は表 6 のとおりである。 

システム要求水準において、1 件の不適合事項があった。 

表 6 維持管理部門モニタリング結果（詳細は添付資料 8 市・第三者モニタリング確認様式参照） 

No 項目 細目（個）
適否判定

件数（件）

適  合

（件）

不 適 合

（件）

① 危機管理 3 9 9 0 
② 地域貢献 （１）経営部門 ⑧地域貢献 参照

③ システム要求水準 6 33 32 1 
④ 実施体制 4 10 10 0 
⑤ 維持管理基準 10 70 70 0 
⑥ 維持管理計画 4 15 15 0 
⑦ 運転管理 25 88 88 0 
⑧ 保全管理 8 62 62 0 
⑨ 調査 3 2 2 0 
⑩ 修繕 5 18 18 0 
⑪ その他 3 25 25 0 
⑫ 多目的広場の管理 6 67 67 0 
⑬ 提案事項 37 195 195 0 

計 114 594 593 1 

① 危機管理 

要求水準書では、災害、事故などのリスクを想定して有効な対策を講じておくとともに、 緊急事態

が発生した場合には被害を最小限に抑制できるよう適切な対応を行うことと定めている。市と運営権

者との間で、災害時などに迅速に対応を取るための BCP（事業継続計画）を市と協議した上で見直し

を行った。また、BCP などに基づき、次の教育・訓練が実施されたことについても確認した。

6 月 大雨時対応訓練            11 月 火災対応訓練     

7 月 倫理、コンプライアンス研修       12 月 救命訓練       

10 月 地震時対応訓練          3 月 空気呼吸器装着訓練  

10 月 停電時対応訓練       3 月 緊急時救出訓練    

さらに 8 月に市主催の防災訓練に参加し、情報収集及び伝達訓練を合同で行った。

新型コロナウイルス対策として、アルコール消毒と手洗い、うがいの励行及び出社前の検温を行い、

体温が 37.5℃以上ある職員の出社を控えるなど、感染防止に努めたことを月間維持管理報告書にて確

認した。また、新型コロナウイルスの動向を受け、市と協議の上で BCP（新型インフルエンザ等編）

の見直しを進めていることを確認した。
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② 地域貢献 

（１）経営部門 ⑧地域貢献 参照

③ システム要求水準 

放流水質【全項目の測定結果は添付資料 4 参照】

市による放流水質のモニタリング検査は、月 1 回通告せず実施している。モニタリング検査結

果は表 7 及び図 4 から図 6 のとおりであり、市の検査では全ての項目について要求水準に適合し

ていた。しかし、運営権者が外部委託により実施した環境測定において、要求水準の不適合が 1
件生じた。（詳細は後述）

表 7 放流水質のモニタリング結果 

（注 1）BOD（生物化学的酸素要求量）とは、水中の有機物が、微生物により分解されるときに消費す

る酸素量のこと。数値が小さいほど水質が良好である。 

（注 2）SS（浮遊物質量）とは、水中に浮遊している物質のことで、ろ紙に捕捉される物質の質量を測

定したもの。数値が小さいほど水質が良好である。

（注 3）大腸菌群数とは、人畜の排泄物などによる水の汚れの尺度を示す指標であり、その数が多いほ

ど汚れている可能性が高いことを示す。

モニタリング項目 pH BOD（注 1） SS（注 2） 大腸菌群数（注 3）

判定 

（適否）

単位 - mg/L mg/L 個/cm3 

要求水準 
5.8 以上 

8.6 以下 
15 以下 40 以下 3000 以下 

(参考)平成 30年度 7.1～7.4 2.9～13 1～3 30 未満 適合 

平成 31 年 4 月 7.2 11 2 30 未満 適合 

令和元年 5月 7.1 11 2 30 未満 適合

令和元年 6月 7.0 3.6 1 30 未満 適合

令和元年 7月 7.6 8.0 2 30 未満 適合

令和元年 8月 7.4 8.5 1 30 未満 適合

令和元年 9月 7.3 6.8 <1 30 未満 適合

令和元年 10 月 7.2 4.8 <1 30 未満 適合

令和元年 11 月 7.2 1.7 1 30 未満 適合

令和元年 12 月 7.4 6.5 2 30 未満 適合

令和 2年 1月 7.0 4.4 3 30 未満 適合

令和 2年 2月 7.0 3.7 4 30 未満 適合

令和 2年 3月 6.6 3.0 5 30 未満 適合
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図 4 モニタリング検査結果（pH）

図 5 モニタリング検査結果（SS）

図 6 モニタリング検査結果（BOD）

令和元年 5 月に運営権者が外部委託により実施した環境計測において、放流水の BOD が

16mg/L（うち、有機物に起因する C-BOD は 2mg/L、窒素分に起因する N BOD は 14mg/L）と

なり、放流水質基準 15mg/L を超過した。C-BOD は低いことから、処理場内で汚水中の有機物は

問題なく処理されていた。放流水質基準を超過した原因としては、N-BOD が高かったことから、

採水地点である暗渠内に発生した硝化細菌によるものと考えられた。

この件に関して市は、モニタリング基本計画書に基づき、運営権者に対し是正勧告を行った。
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運営権者は是正勧告を受け、硝化細菌の影響を抑えるため、消毒剤である次亜塩素酸ナトリウ

ムの注入率の変更を行い、放流水の BOD は速やかに 3.2mg/L まで改善された。改善後について

も運営権者は次亜塩素酸ナトリウム注入率や注入方法の検討による対策を中心に実施しており、

同様の水質基準超過は見られなくなった。

なお、市からは今後も同様の未達が発生しないように、N-BOD の抑制に有効である硝化促進を

進める運転を推奨することや、次亜塩素酸ナトリウムの対策時には放流水の残留塩素濃度につい

て周辺環境への影響が出ないよう注意することを提言した。また、その後放流水に関して適正に

処理できていることを報告書及び市の検査より確認した。

環境項目（水質以外）【測定結果は添付資料 5 参照】

・ 大気

ばい煙発生施設及び水銀排出施設に該当する焼却炉について、要求水準書及び関係法令で求

めている大気汚染項目（ばいじん、窒素酸化物、硫黄酸化物、塩化水素、全水銀及びダイオ

キシン類）の測定結果は何れも基準値に適合していることを月間維持管理報告書及び計量証

明書にて確認した。

・ 騒音、振動

異常な騒音及び振動がないことを現地にて確認した。

・ 悪臭

要求水準書で求めている悪臭基準（臭気指数）の測定結果は、西遠浄化センター、浜名中

継ポンプ場及び阿蔵中継ポンプ場の敷地境界において基準値に適合していることを確認した。

また、この 3 施設において 24 時間連続で臭気状況を監視できる臭気モニタリングシステ

ムを導入し、周辺環境の状況を監視していることを現地調査や月間維持管理報告書にて確認

した。

産業廃棄物の搬出時に臭気対策として消臭剤の散布やシートによる囲いなどを行い、環境

対策に努めていることを確認した。

表 8 に示すとおり令和元年度は環境項目に関する苦情はなく、周辺の良好な環境維持に努めて

いることを確認した。

表 8 令和元年度苦情発生状況

区分 苦情発生件数

水質 0 件

大気 0 件

騒音・振動 0 件

悪臭 0 件
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汚泥リサイクル率

要求水準書では、下水汚泥リサイクル率 100％の維持に努めることと定めている。

市が産業廃棄物管理票（マニフェスト）などを確認したところ、令和元年度の汚泥リサイクル

率は 97.4％であり、要求水準の義務違反ではないが 100％を維持できなかった。この要因は、汚

泥焼却炉の緊急停止により、汚泥の外部搬出量が増加したことで、一部の汚泥を管理型埋め立て

する産業廃棄物業者に搬出することとなったためである。

市としては緊急時にも汚泥リサイクル率 100％を達成するため、さらに、汚泥リサイクル可能な

処分先を複数確保するよう助言した。その結果、運営権者は追加で複数社と処分契約を締結し、

今まで以上の汚泥の外部搬出先を確保することで、セメント原料や堆肥原料として有効利用に努

めたことを確認した。

また、運営権者が廃棄物処理業務の委託先に対し、法令に基づく中間・最終処分先の確認をし

ていることを報告書や写真にて確認した。

④ 実施体制（維持管理部門） 

  要求水準書では、西遠浄化センターにおいて水処理・汚泥の監視システムの現状を踏まえ、24 時間

終日体制を取るために必要な人員を日中・夜間それぞれ確保することと定めている。また、浜名中継

ポンプ場及び阿蔵中継ポンプ場については、送水能力を確保し適正に運転するために必要な巡回監視

体制及び遠隔監視体制を構築することと定めている。運営権者は 24 時間対応に加え、7 月、10 月に発

生した台風の大雨に対して、緊急時の体制が取られた際には、市に一報を入れると共に増員による監

視の強化を図り、適切に対応し、事業継続に努めていることを緊急対応報告書などにて確認した。ま

た、維持管理に必要な防火管理者、危険物取扱者及び電気主任技術者など、法令上必要な有資格者が

配置されていることを単年度事業計画書にて確認した。

⑤ 維持管理基準【流入水量、汚泥の処理状況は添付資料 6参照】 

要求水準書及び関係法令に基づき策定された計画に従い、環境測定、作業環境測定、廃棄物処理、

設備点検、安全衛生管理及び清掃などが実施されたことを月間維持管理報告書にて確認した。

また、安全推進委員会及び安全パトロールを毎月実施するほか、来場者からもヒヤリハットの聞き

取りを行うなど 55 件の安全対策を実施し、作業環境の改善を図っていることを現地にて確認した。 
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図 7 安全対策前            図 8 安全対策後（転落防止柵設置）

⑥ 維持管理計画 

 運営権者は、事業開始初年度に 5 年間の運転管理計画書及び保全管理計画書を市と協議の上作成し

た。その計画書に基づき、運営権者は当該年度当初に年間・月間維持管理計画書を作成し、市はその

内容が要求水準に適合していることを確認した。

⑦ 運転管理 

水質管理について

要求水準書に基づき、放流水質基準を遵守するための水質管理目標値を設定し、月報や維持管

理報告書などにより、適切に管理していることを確認した。

また、大雨時や有害物質の異常流入時等におけるマニュアルに基づき運用がされており、PDCA
サイクルによるマニュアルの見直しも適切に行っていることを確認した。

汚泥管理について

要求水準書に基づき、設定した汚泥含水率の基準内で運転したことを確認した。

また、汚泥焼却炉運転時に配管の閉塞要因となる燐
りん

の影響を把握するため、データ収集を行い、

維持管理に反映させることで、汚泥焼却炉の安定的な運転に努めていることを確認した。

エネルギー管理について

  電力量については、西遠浄化センターの電力原単位（処理水量 1  あたりの使用電力量）が平    

成 30 年度平均で 0.4527kWh/ から令和元年度平均 0.4443kWh/ に削減されており、省エネル

ギー化に努めていることを確認した。

これは、汚泥濃縮設備の高効率機器を主とした設備の運用及び照明器具の LED 化などを行った

ことで実現した。

なお、省エネルギー対策を実施した施設については、継続して適正な維持管理を行っているか、

注視していく。
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図 9 西遠浄化センターの使用電力量及び電力原単位

図 10 浜名中継ポンプ場の使用電力量及び電力原単位

図 11 阿蔵中継ポンプ場の使用電力量及び電力原単位

⑧ 保全管理 

要求水準書に基づき、各機器の異常の有無及び作動状況を確認し、異常が発見された場合には調整、

修理、取替などを実施していることを故障報告書や月間維持管理報告書などにより確認した。

⑨ 調査 

要求水準書に基づき、今後実施される改築工事の時期及び範囲を特定するため、施設等の異常、故

障情報及び保守点検状況など、改築に必要なデータの収集を行っていることを、市の施設情報管理シ

ステムにより確認した。
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⑩ 修繕 

要求水準書に基づき、安定的な水処理・汚泥処理を行うため、機能低下及び故障停止並びに事故の未

然防止を目的とした修繕を実施することと定めている。運営権者は、市に機器の故障状況を速やかに報

告するとともに、下水処理に影響を与えないよう復旧修繕に努めたことを故障報告書や月間維持管理報

告書などにより確認した。

また、運営権者はコスト削減、従業員の技術能力向上及び緊急時の早期復旧を目指し、修繕の内製

化（社員による修繕）に取り組んだ。市は現地にて施工内容及び運転状況を確認し、適正に修繕が行

われていることを確認した。

図 12 技術力向上のための保守管理教育

⑪ その他 

要求水準書に基づき電気主任技術者などの法令上必要な有資格者を選任し、保安規程を定め、巡視、

点検及び修理を実施したことを確認した。また運転管理及び保全管理（故障・修繕・メンテナンス）

で発生した情報を市の指定した施設情報管理システムに登録していることを確認した。

さらに、水質分析技術の向上のために定期的な内部精度管理を実施していることを確認した。

⑫ 多目的広場の管理 

要求水準書に基づき、市と協議の上作成した維持管理計画書により、利用管理、巡視点検、緑地管

理及び清掃などを実施したことを確認した。

⑬ 提案事項 

維持管理部門での提案事項 37 項目について、事業計画書のとおりに実施又は実施に向けた準備が進

められていることを確認した。
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（４） 任意事業（ソーシャルビジネス関係）

要求水準書では、運営権者は浜松市においてソーシャルビジネスの起業・展開支援を実施することと

定めている。ソーシャルビジネスとは社会課題の解決に企業的な手法を用いる事業のことで、循環型社

会の構築や地域活性化に貢献することを目的としている。

運営権者は平成 30 年度の準備期間を経てソーシャルビジネスプログラム「Circular Economy ブートキ

ャンプ」を開始した。市は、運営権者がプログラムへの参加者を公募によって選定し、事業開始へ向け

た支援が始まったことを確認した。
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添付資料 1 損益計算書
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添付資料 2 貸借対照表

添付資料 3 キャッシュ・フロー計算書
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添付資料 4 浜松市による放流水測定結果

分　析　項　目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 回数 最大 最小 平均
基準
（注）

適否

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及

び硝酸性窒素含有量
11 10 9.4 6.9 8.3 8.0 9.7 8.4 8.2 9.5 8.9 9.4 12 11 6.9 9.0 100 適合

水素イオン濃度（ｐＨ） 7.2 7.1 7.0 7.6 7.4 7.3 7.2 7.2 7.4 7.0 7.0 6.6 12 7.6 6.6 7.2
5.8以上

8.6以下
適合

生物化学的酸素要求量 11 11 3.6 8.0 8.5 6.8 4.8 1.7 6.5 4.4 3.7 3.0 12 11 1.7 6.1 15 適合

化学的酸素要求量 10 10 9.3 8.4 10 9.4 8.9 9.3 10 9.8 9.8 9.4 12 10 8.4 9.5 - -

浮遊物質量 2 2 1 2 1 <1 <1 1 2 3 4 5 12 5 <1 2 40 適合

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 <2.5 <2.5 2 <2.5 <2.5 <2.5 30 適合

窒素含有量 25 25 18 16 21 19 19 20 21 19 19 13 12 25 13 20 - -

燐含有量 3.7 1.1 2.1 1.1 3.2 2.1 0.47 1.6 0.84 1.6 3.0 1.3 12 3.7 0.47 1.8 - -

カドミウム及びその化合物 <0.003 1 <0.003 0.03 適合

シアン化合物 <0.1 1 <0.1 1 適合

有機燐化合物 <0.1 1 <0.1 1 適合

鉛及びその化合物 <0.01 1 <0.01 0.1 適合

六価クロム化合物 <0.05 1 <0.05 0.5 適合

砒素及びその化合物 <0.005 1 <0.005 0.1 適合

水銀及びアルキル水銀及び

その他の水銀化合物
<0.0005 1 <0.0005 0.005 適合

アルキル水銀化合物 <0.0005 1 <0.0005 不検出 適合

ポリ塩化ビフェニル <0.0005 1 <0.0005 0.003 適合

トリクロロエチレン <0.002 1 <0.002 0.1 適合

テトラクロロエチレン <0.0005 1 <0.0005 0.1 適合

ジクロロメタン <0.02 1 <0.02 0.2 適合

四塩化炭素 <0.002 1 <0.002 0.02 適合

1,2-ジクロロエタン <0.004 1 <0.004 0.04 適合

1,1-ジクロロエチレン <0.02 1 <0.02 1 適合

シス-1,2-ジクロロエチレン <0.04 1 <0.04 0.4 適合

1,1,1-トリクロロエタン <0.0005 1 <0.0005 3 適合

1,1,2-トリクロロエタン <0.006 1 <0.006 0.06 適合

1,3-ジクロロプロペン <0.002 1 <0.002 0.02 適合

チウラム <0.006 1 <0.006 0.06 適合

シマジン <0.003 1 <0.003 0.03 適合

チオベンカルブ <0.02 1 <0.02 0.2 適合

ベンゼン <0.01 1 <0.01 0.1 適合

セレン及びその化合物 <0.01 1 <0.01 0.1 適合

ほう素及びその化合物 0.1 1 <0.1 10 適合

ふつ素及びその化合物 0.2 1 0.2 8 適合

1,4-ジオキサン <0.05 1 <0.05 0.5 適合

フェノール類 <0.2 1 <0.2 5 適合

銅及びその化合物 <0.1 1 <0.1 3 適合

亜鉛及びその化合物 0.05 1 0.05 2 適合

鉄及びその化合物(溶解性) <0.1 1 <0.1 10 適合

マンガン及びその化合物(溶解性) <0.1 1 <0.1 10 適合

クロム及びその化合物 <0.05 1 <0.05 2 適合

大腸菌群数 <30 <30 <30 <30 <30 <30 <30 <30 <30 <30 <30 <30 12 <30 <30 <30 3000 適合

（注）基準の赤字は、要求水準書で設定している基準値であり、その他は水質汚濁防止法及び同法第3条第3項に基づく排水基準に関する条例に基づく基準値
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添付資料 5 環境項目測定結果

2月8日 基準値 5月23日 7月18日 9月9日 11月11日 2月13日 3月9日 基準値

ばいじん ｇｍ３ <0.004 0.08 <0.002 <0.003 <0.002 <0.002 <0.002 <0.003 0.04

窒素酸化物 ｃｍ３/ｍ３ 7 250 6 5 250

硫黄酸化物 ｍ３/ｈ <0.01 6.13
<0.02
（6.54）

<0.02
（6.15）

(括弧内の値）

塩化水素 ｍｇ/ｍ３ <10 700 <6 <6 700

一酸化炭素 ｐｐｍ 58 - 4 38 -

全水銀（ガス状） 7.0 0.85 7.7

         （粒子状） 0.007 0.006 0.054

ダイオキシン類 ｎｇ-ＴＥＱ/ｍ３ 0.00086 1 0.000034 0.1

μｇ/ｍ３ 50 50

令和元年度　大気測定結果（２・３号焼却設備）

測定項目 単位

2号焼却炉 3号焼却炉

測定地点 測定日 測定地点数 測定結果 規制値 判定(適否）

令和元年７月８日 5 10未満 適合

令和2年1月17日 5 10未満 適合

阿蔵中継ポンプ場 令和元年７月８日 2 10未満 10 適合

浜名中継ポンプ場 令和元年７月８日 2 10未満 13 適合

令和元年度　臭気指数測定結果

西遠浄化センター 13
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添付資料 6 維持管理関係データ

西遠浄化センター流入汚水量

脱水ケーキ搬出量と汚泥焼却量の内訳
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